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工研究目的
 胃癌の遠隔成績を向上させる目的で,教室では胃癌患者の一部に術前'6000照射を行ない,
 その近接効果を種々検討している。著者はそのうち6000照射の腹腔内剥落癌細胞に対する影
 響をみるため,とぐに癌細胞のVia,bilityを組織培養法を導入して検討した。
 π実験材料ならびに方法
 本研究の対象は,当教室で手・術され元胃癌88例(術前60CO照射28例,非照射60例)、
 澄よび対象として胃良性疾患可6例である.また以上のほか非照射例の進展胃癌手術に際し腹水
 を認めた16症例を参考実験の対象とした。60eo、照射'万法は,主腫瘍を中心に、蛍純分割法に
 より腹背交互に連日約15日間照射し,総病巣線量は1870～3900rであった。
 実験方法は,胃手術操f乍の前后2回にわたり腹腔を滅菌生理食塩水100ccで洗浄し,その
 半量を塗沫標本作製に,他の半量を組織培養法に供した。塗沫標本は,洗浄液の遠心沈渣を塗沫
 し,脚iay一儀・unwald.一GiemSa染色,PAS染色を行たい鏡検した。組織培養法としては
 洗浄液の遠心沈渣の細胞層を培養試料とし,培養液は本学山根のiSOla七ionmediumに
 56。C、50分間万口熟して非動化した牛血清を那えたものを用い定。培養器は試験管を用い,
 5。傾斜に保つ静置培養法を行ない,細胞の観察は塗沫標本と同じく,May-Gr廿nwald-
 GiemSa染色,PAS染色を行なって鏡検した。
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 A塗沫標本鏡検成績
 1)手術操1乍の前后を問わず塗沫標本中に癌細胞の証明(癌細胞の同定は教室山口による)諫た
 も嫌t,非照射群でσt60例中26例(455%)であっ恐Dに対照射群では28例中わずか5例
 (1Z9%)にすぎなかった。また手術操作前后別にみたもののうち,操作后のみ陽性のも
 の,すなわち手術操作によって癌細胞が剥落したと考えられるものは,非照射群ではア例ζ1て.71
 %)であったのに対し,照射群では1例(3,6%)で明らかに低率てあった。2)手術操作
 前后別の癌細胞の絶対数をみると,非照射群では操作后の方が著明に多いのに対し,照射群
 では少飛かつた。すなわち照射により手術操作時の癌細胞剥落が起りにくぐなることを知っ
 た。5)照射群の塗沫標本中にみられた癌細胞は,出現頻、度、絶対数が少ないのみならず、
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 その30%に核の萎縮.細胞質の空胞変性などの変性所見がみられた。
 B組織培養成績
 現在、組織培養法で培聾される癌細胞の固定は末だ確定されていない。そこで先づ培養され
 た細胞の全体について考察したところ,そ¢)培養成績には各群の差が著明で,継代培養可能で
 あったものは非照射群の腹水蔚よび洗浄椴でしかも塗沫標本中に癌細胞の検出された症例のみ
 に限られていたコ照射群の培養成績は痢照射群に比し著明に悪ぐ,かつ対照胃良性疾患群より
 も不良であ錠。非照射群にづいて癌進展の程度と培養成績との関係をみると漿膜浸潤,腹膜播種性転
 移の高度のものほど,また癌進展慶(Stag19)の高いも切)ほど、培顎揚成績は良好であった。
 照射群においてもこの傾向は全く同じであったが,癌進展度の同じ症例で両群を比較すると,
 照射群の培養成績は非照射群よりもはるかに不良であった。また照射群については総病巣線量
 が多い程培養成績は不良であったが,主腫瘍の組織学的放射線障害度(X分類)とは明らかな
 平行関係はたかつπ。
 つぎに著者は洗浄液の培養細胞を主として形態学的見地から6型に分類した.そのうちV型
 細胞は円形,細胞質の強い好塩基形,大きな核胞体比棄どの点で癌細胞と類似し、また組織標
 本でPAS強陽1生の症例に、PAS強陽性のV型細胞をみたことなどから,癌細胞と確定はで
 きないにしても,これと密接左関係にある細胞とみなされた。このようなV型細胞がみられた
 症例はすべて塗沫標本中癌細胞陽性で,しかも非照射蔚においてけ,塗沫標本中癌細胞の百分
 比を培養細胞中V型細胞の百分比は庶ぼ一致した。また∫黒身降洋でV型細胞をみ・たもの姓,塗沫
 標本中癌細胞陽性であったも乏)のうちわずか1例(14.5%)であったコ
 きれπ
 5例
のも
 角ζ質.71
 知つ
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 胃癌に対する60eo術前照射の腹腔内剥落縣、晒包に対する効果を腹腔洗浄液の塗沫標本と組
 織培養て検索した結果,術前照射により剥落麗細胞の出現率は著明に減少し,しかも手術操ピFに
 よる撒布の危険が少なくなるのみならず、癌細胞の変性所児が高率になることを知った,腹腔洗
 浄液の全培養細胞からみた培養成績は,癌進展度とよく平行関係をもち,同じ癌進展で非照射群
 と照射群を比較すると,後者は著明に培養成績が悪かつπ。とぐに癌細胞と推定されるV型細胞
 の出現が,非照射群では塗沫標本中の癌細胞数とほぼ平行しπのに対し,照射群では1例のみに
 みられたことから,術前照射は剥落癌細胞を著明に減少させるとともに.そのViabili七yを
 も低下させることを推定し得た。
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60
 最近胃癌に対してもeoの術前照射が試みられるようになった。その真の効果は,将来遠隔成
 績の判明を待って論ぜられるべきであるが,一方近接効果の検索も,実地上の観点から必幾である。
 これに関連して著者は,手術時務腔内剥落覇細胞の態度を・,塗抹鏡検むよび組織培養により検討し
 胃悠に対する術前6n(iめ照射の影響について吟味して験る。
 著者の得た成締のうち注目すべき点を列挙すれぱ次のごとぐである。
 1)腹腔内洗浄液の塗沫標本の鋳検成績では,照射群では非照射群に比して鋤細胞の出現饗度
 お・よび,絶凍寸数が著明に減少した。
 2)この際照射によ匂剥落猫細胞が減少するのみならず,癌細胞と認定されたものでも,その
 約50璽1は空胞変性,核の萎縮などの蛮性所見を示した。
 3)腹腔内剥落細胞の培養成績は細住居度と明らかな平行隈孫を示したが,同じ癌・進展度の症
 例で出て織すると,照射例は非照射例に聴し培蒜成締は著明に不自であることが認められた。
 4)著者は組織培蒜細胞を,主に形能的に6型に分類し,その中の第V型(塗沫標本の糧細胞
 と似た形熊を示すもの)を愚細胞由来のものと推定した。この第V卵細胞の出現率をみると,非照
 射群では塗沫煙本中の磐1細胞と,第V型細胞の出瑚率が億y平行したのに対し,照射群では第V型
 細胞の出現けきわめて稀であったとしている。
6∩
 以上薯為は。∩術前照射によって,手術時の勝腔内剥落艦細胞の出現率力零しぐ減少すること
 を明かにしたのみならず,組織培善法を導入して畑細胞の㌻活力の衰退を示す事実を明かにしてい
 る。このことは今後胃糧の治療面上資するところが極.めて大きいと信ずる。
 よって・本論文は学位授与に値する.ものと認める。
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